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1. 制作の背景
　本研究を行った 2018年には多くの自然災害に見舞われた。
その中でも私は震源地から近い茨木市の自宅で大阪北部地震
を体験し，この地震を通して自身の防災意識の低さを痛感し
た。地震後に防災用品を準備する中で，一から防災用品を用
意するのは想像以上に手間がかかることと，デザインに凝っ
た商品が少ないことに気付いた。そこで，防災に向けてより
手軽に準備ができ，進んで購入したいと思えるような防災用
品を提案したいと考えた。
2. 制作の目的
　災害直後には防災意識は高まる傾向がある。恐怖感や焦り
から行動を起こすことは悪いことではないが，時間が経過す
ると防災意識も薄れてしまうという人が多い。そんな人にも
進んで防災対策をしてみようと思ってもらい，防災について
自然と考えられるきっかけ作りをすることを目的とする。
　防災用品を専門で多種類販売するブランドがあることで一
括購入が可能になり，購入をよりスムーズにできると考えて
いる。また，デザイン性を高めることで気軽に持ち歩きやす
くし，防災に対する煩わしさや嫌悪感を払拭したい。防災用
品を選ぶ時間を少しでも楽しいものにしてもらいたい。
3. 防災ポーチについて
　防災ポーチとは，必要最低限の防災に役立つアイテムをコ
ンパクトにまとめ，日常的に持ち歩く防災用品のことである。
防災用品を自宅に用意していたとしても，職場や学校等の外
出先で被災した場合はその場で使用することはできない。さ
らに，被害が大きい場合は公共交通機関の使用が不可能とな
り，すぐに帰宅することが困難になるという状況も考慮しな
ければならない。こういった事態に直面した場合，自分の身
を守るために防災ポーチが有効となる。
4.「em.( エム )」の提案
4-1　概要
　本研究では，防災用品の中でも特に，防災ポーチに的を絞っ
たブランド提案を行う。「おしゃれに安心を持ち歩く」をコ
ンセプトとし，ターゲットは若年層の女性に設定する。つい
面倒に感じてしまう防災により興味を持ってもらい，実際に
持ち歩きたくなるような女性向けの防災用品を販売する。
　販売する商品は，ポーチとその中に入れる防災用品アイテ
ムの 2 種類である。販売システムとしては，まず中に入れる
防災用品アイテムの数に合わせてポーチのサイズを決定し，
次に中に入れる防災用品アイテムを選ぶ。選んだアイテムを
ポーチにセットすることで，自分だけの防災ポーチを作るこ
とができる。
　防災用品アイテムは全 50 種類で，パッケージは 40mm の
立方体とその 1/2倍，2倍サイズの計 3種類に規格化し，ポー
チにセットしやすいようにした。ポーチは立方体サイズのア
イテムが 4つ入るものと 9つ入るものの 2種類のサイズ展開
とする。基本的にポーチと防災用品アイテムは単品購入とな
るが，防災ポーチに何を入れたら良いのか分からないという
人に向けて，一般的に持ち歩きが推奨されている防災用品ア
イテムとポーチをセットにしたスタンダードセットも別途販
売する。
　販売場所や形態としては，催事場や駅構内，ファッション
ビル等で，ポップアップショップやセレクトショップでの取
り扱いを想定している。若年層の女性が多く足を運ぶ場所に
て販売することで，買い物のついでに興味を持って立ち寄っ
てもらうことを狙いとしている。また，様々な販売形態で使
用できるよう，ポスターを 2 種類制作した。ブランドコンセ
プトを視覚的に表したものと，ブランドのコンセプトや販売
システム等の説明を記載したもので，前者は店頭販売や駅の
広告に，後者は店頭販売の際に使用する予定である。
4-2　デザイン
　全体的に女性から好まれるシンプルで洗練された，一見す
ると防災用品だと思わないようなデザインを心がけた。使用
するカラーをグレー・ホワイト・ベージュの 3 色に絞り，日
常的に持ち歩いても違和感がないように配慮した。ポーチや
防災用品アイテムの形状は正方形・立方体を印象付けるデザ
インとし，すっきりとした印象に仕上げた。
　防災用品アイテムのパッケージはクリア素材の上に紙の包
装紙を被せた 2 重構造となっている。非常時にはクリア素材
の上蓋と底部パーツをコップや皿の代替として使用すること
ができ，パッケージも別の用途に転用できるようにした。
5. まとめ
　本研究では，女性のための防災用品ブランドの提案と，防
災ポーチの制作を行った。実際に卒業制作に取り組んでみて，
防災用品を提案することの難しさを痛感した。ポーチや防災
用品のサイズ感の検討，実用性とデザイン性の両立に苦労し
たが，多くの学びを得られたと思う。
　本研究を通して，私は防災について知識を深め，関心を持
つようになった。防災について考えることは面倒で気後れし
てしまいがちだが，きっかけさえあれば少し踏み込んで考え
てみることはさほど難しくないと思った。今回の提案が防災
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をより多くの人に関心を持ってもらうきっかけになるよう，
今後改善を重ねていきたい。
参考文献
・人と防災未来センター ― 減災グッズチェックリスト , 
 http://www.dri.ne.jp/wordpress/wp-
 content/uploads/bousai_goods.pdf （2018/12/8）
・防災ノート , https://bousainote.com/bousaipouch
（2018/12/11）
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